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海
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梭
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叙
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、
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圆
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替
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値
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ろ
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替
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迹
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亘
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激
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中
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利
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し
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落
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か
ら
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等
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、全
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金
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比
價
に
一
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に
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そ
し
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今
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海
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市
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其
目
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に
對
す
る
取
引
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地
位
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つ
て
ゐ

.
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大
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ー
年
日
本
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の
開
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し
た
る
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沐
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弓
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は
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引
の
少
額
な
る
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て
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塊
な
パ
る
も

0 .
、多
ぐ
滿
洲
方
而
か
ら
上
海
に
送
ら 

れ
て
來
る
。

.

後
考
は
普
通
の
砂
金
ふ
同
じ
も

§

、や
は
ぅ
滿
洲
方
面
か
ら
來
る
も
の
が
多
い
？
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二 

i 

も
日
ふ
可
き
棒
狀
の

‘
金
で
あ
气
多
く
細
工
物
に
俥
用
さ
れ
る
の

P

あ
る
が
、支
那
で
は
金
の

l i

細

工

物

は

、
細

工

其

も

(?
>
'
の

巧妙
が

美

術

的

價

値
i

し

て

評

價

さ

れ

る

以

上

に

、實

は

金

の

地

金 

士
し
て
評
價
さ
れ
、貯
蓄
の

1
:

手
段
尨
る
の
で
あ
る
か
ら
、細
エ
物
に

.使
用
す
る
金
は

I

 

g 

n
e
a
r

 

a
s

 

p
o
s
s
i
b
l
e

 

1
,8

0

a-
»

n

e
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
而
し
て
這
の
足
金
の

^

引
は
、交
爲
所
で
は
、漕
平
五
十
兩
の
最
.目
を
以
て

 

一
_

 

i

呼
び
、之
を

以
て
取
引
の
單
位

i

し
て 

ゐ
る

I

但
し
和
場
は
十
漕
平
兩
を
以
て

建
..

値
さ
れ
る
。

併
し
、前
記
各
種
の
金
取
引
は
交
易
所
の
取
引
占
し
て
は
全
く
問
題
で
は
な
ぐ
、た

C

交
易
所 

0

委
員
が
其
椿
準
相
場
を
每
朝
定
め
る

-
u

い
ふ
丈
け
で
あ
つ
て
、交
易
所
の
议
引
は
事
實
上

« 0 

金
の
取
引
だ
け
で
あ
る
。

 

-

い
つ
た
い
、標
金

i

は

一

地
方
の
金
：業
者

^

2

f

t

?

^

K

a

K
T T

_

s

o

i

が
互
に 

金
塊
を
賣
買
す
る

.上
に
於
て
、一
定
の
成
色
を

0
て
特
に
鑄
造
し，た
る
余
抛
な
の
で
あ

つ 

て、隨
つ
て
北
京
の
標
金
は
九

.
八

五

坞

天

津

の

：標

余

は

.九

八

0
位
ビ
地
方
に
ょ
つ
て

：'其
品
質
を 

異
に
し
て
ゐ
る
。
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(

八七八
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：

上淑

l
i

於
げ
'る
標
金
ゆ
漭

 

第

七

號

.
三
治

そ
こ
で
上
辦
標
金
は

.
と
日
ふ
に
、成
色
九
七
八
位
で
あ
つ
て
、量

|3
.
漕
平
十
兩

(

三

六

六

.七
一
ク 

,

ス
ム

)

'
の
.
一
權
に
鋳

'
造
さ
れ

*
是
を
一
條
ヾ

」

呼
び
、ー
條
の
銀

«

格
は
、背

日

は

上

海

兩

_三

百

十

九

南 

前
'
後
で
あ
つ
た
が
、今
日
は
大
約

3

首
九
十
兩
；を

.往ー

來
t>
T

ゐ
な
。
典
形
狀
は
長
方
形
の
金
板 

.で，表
而
に
は
鋳
造
店
の
店

.
名
.

€
鎢
造
年
月

M

II
J

'
印
さ
れ
、別
に
，櫸
金
の
ニ

'
字
^

刻
ま
れ
て
ゐ
、る。

灌
平
十
兩

0 -

標
金
の
外
に
，漕
平
七

.
十
兩
の
最
目
を
：：
有
す

る

も
の
：も

^

為
：さ
れ
る

が、

是
な
主

.
 

ど
し
て
外
國
に
榆
出
す
る
爲
に
鎢
造
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

ff
i}
し
て
孰
れ
の
ニ
漭
も
主
も
に
輸 

入
&

た
外
國
金
貨
が
ら

.
改
鑛
さ
れ
る
の
で
あ
る
。.；

金
業
交
舞
所
で

S
、

標
金
七
條

(

七
個

)
を
以
て
賣
買
の
單
位

i

し
'
是
を
一
秤

W

呼
び
、多
く
賣
賀 

す
る
に
は
七
條
の
估
數
を
以
て
計
算
す

る

こ
ど
、例
へ
ば
十
四
條
、ニ
十
一
條
、ニ
十
八
條
士
進

.
み，
 

十
®

、十
五
條
、ニ
十
條
ざ
は
算
へ
な
い
。
隨
つ
て
標
金
.の
買
ひ
は
相
應
に
資
金
を
袈
す
る
士
こ 

が
か
、
b

、，マ、パラ
買
ひ
は
數
人
の

：

合
資
に
よ
る
場
合
が
多
い

i

い
ふ
こ

i

で
あ
る

囲 

\ 

I

\
交
易
所
の

' 

檫
金

.
取
引
は
#
*
細
則
の
上
で

は
.

現

物

.
取

引ぶレ
定
期
取
引
の
に

.

分

れ

て

ゐ

，
る
が 

:

曝
金

.
現
物
の
取
引
は
事
實
上
殆
ゲ

」

语
無
で

あつ

」

て、取
引
は
凡

' 

て
定

.

_

空

賣

質

..に

限

ら

れ

て

ゐ

る
ど
日
つ
て
ょ
い
。
そ
し
て
其
相
場
は
何
を
基
準
ビ
し
て

.
動
ぐ

.
か
ミ
日
へ
ば
，標
金
賣
買
は

も 

i

も
士
銀
兩
を
以
て
行
は
れ
る
の
で
ぁ
る
か

6

J*

海
に
於
け
る
金
銀

0

爲
替

^

場
に
つ
れ

X 

動
ぐ
こ

i

は
當
然
で

：

あ
つ
て
、今
日
は
日
本
圆
貨
の
爲
替
相
變
則
ち
上
海
日
本
向
丁
、丁

)
が
其
基

準
士
な
つ
て
ゐ
る

.

PJ

標
金
相
場
が

建
て

ら
る

可
き
根

的
某
準

を
連
賴
法
を
以
て

さ
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海
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向
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信
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賣
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屮

5
兩

扉
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本
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、圆

百
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上
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上
海
|-
於
け
る
標
金
の
取
引

 

第
七
號.

H七



!

丨

j

第
一一

十一

餘

(

八
八o

)

上
海
！！
於
け
る
檩
金
の
取
引

 

第

七

狨

三

八

海
規
元
八
十
三
雨

)

'で
；あ
つ
た
：と

す

れ

ば

；右

の

恒

數

；に

八

s

s

^

,

f
 

:
(
4
‘
7

6
i

7
e

l
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H

 

鋒
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)

三
百
九
十
五
南
七
錢
丄
ハ
“
分

は

標

金

|

.
條
.
の

鮮

價

：、格

で

あ

る

。

注

I 

o
日
本
圆
貨

1

圆
は

12.86 

g
r
a 

一
 ns 

•で
品
位
は
：

c
vro
'
 

.で

：
：あ

：
る
か

ら

；圆
貨
一
圆
の
中
純
金 

は

1
1
.
5
7
4

叫ra
i
n
s

を
舍
む

.

に
：過
ぎ
な
い
。
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と
し
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の
.

は
、0.
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5

は
.日
本
-
か

ら
.
上

海

ま

で

の

運

送

费

を

加

へ 

た
の
で
.
.あ
る
0

.而

し
.て
.

其
'
運
遂
.

^

士
.
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こ

ろ

、標

金
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場

は

.、
恒

敎

4
.

7
6

1
7

6

を
經
士
し

上

海

日
本

向

電

信

.爲

替

賣

相
場
を

緯 

i

し
て
決
定
さ
れ
る
數
字

(

右
の
場
合
に
於
て
は
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一
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百

九

十

五

兩

七
餞

六

分)

を
當
日
の
根
本

®

基
準

士
し
て

•別
に
•
の
思
惑
に
よ
つ
て

動
く
輝
で
あ
る

(

三
.

西

九
十

淡
雨

七
錢
六
分
は
常
日
の

I

• 

一
で
あ
つ
て
、場
S

金

柑

揚

が

そ

れ

以

下

l
i
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”
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 |

雜
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(

i

%
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。：
隨

つ

ノ

て

交

易

所

ゐ

縈

業

細

則

で

は

右

の

：4
:
7
6
8
2
9
7
6

の
恒 

當
'
す
る
も
の

S
し
て
、標

金

j

條
を

.
，0

本
圆
貨
四
百
八
十
圆

：

，、レ
特
に
定
め
て
ゐ
る
。
そ 

末
0

の
受
波
に
際
し
て
、现
物
を

以

て

す

る

代h

に
、
當

日
のホ
—

膨
ぢ
ぎ
の
第

「

一
囘

の
 

電
.信
.爲
替
賣
相
場
を
道
の
四

. 0

八
十
圆
に
乘
じ
、是
に

P

.
本

上

海

間

の

輸

，送

費

V」

し
て

を
加
算
し
た

.

る
上
海
銀
：兩
を
以
て
決
濟
す
る 

上
海

0

本
向
竃
信
爲
替
の
賣
相
場
が
七
十
ニ 

如

き

計

算

に

.基

い

て
3

4

S

0

Q. W

に
て
決
濟
さ 

4
00
0

X
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5
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0
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さ
て
、標
金
の
定
期
取
引
に
は
一
ヶ
月
先
物 

は
二
ヶ
月
先
物
で
ぁ
る
，
金
業
交
易
所
が
未 

ヶ
月
、六
.ヶ

月

等

の

長

期
' '
の

取

引
も

行
は
れ
て

-S
1十一

盤

c

ス
八I

)

上
海
に
於
け*

<?檩

金
の
取
引.

こ
ふ
を
許
し
て
ゐ
る
。

例
へ
ば
.月
初
の 

兩
で
ぁ
つ
た
と
す
れ
ば
、«
以
前
の
建
玉 

れ
る
の
で
あ
る

。

,

數
に
.相 

し

て

期 

日

本

向
 

三
兩

日
の 

左
の

は 一 銀

士 

二
ヶ
月
先
物
士
が
ぁ

.る

.が、取
引
の
殆

r

總

T 

た
其
«
身
の
金
業
公
所
で
ぁ
つ
た
時
代
に
は
三 

ゐ
ー
た
が
、辛
亥
；革

命

や
：
0
の
他
の
：：金

融

の

變

調

：に

第七
！！

 

三
九



第
二
十1

翁

(

八
八1

1
)

上
海
：

i

於
け
る
標
金
の

取
？；K 

第
七
號 

0
0

つ
れ
て
、取

引

者

中

多

數

Q

破
綻
者
を
出
し
た
苦
い
■經
驗
の
結
果
、今
ね

■
は
.ニ
ヶ
月
限
が

S

S

.
期 

Q

も
の
ふ
な
つ
た
の
で
あ
る
。

取
引
の
決
濟
は
月
末
に
行
は
れ
る
が

.、毎
月
十
六
日
に
は
新
甫
が
發
章
す
..る定
め
で
あ
る
か 

ら、趣
玉
は
月
央
の
十
五

H

ま
で
に
手
仕
舞
ふ
か
、又
は
十
六

H

の
發
會
に
於
て

r r
'r
t

l

に
乘
換
へ 

る
の
で
あ
る
。

©

し
乘
換
へ
な
か
つ
た
ふ
す
れ
ば
、其
建
玉
は
ニ
ヶ
月
限
の
期
末
日
に
於
て
前 

記
の
計

.
算

：
方

法

：に

ょ

；
り

、
匯

'豐
銀
行
の
日
本
向
丁
ブ
を
棊
礎
士
し
て
決
濟
さ
れ
る
こ

i

は
言
ふ 

ま
で
も
な
い
。
又
、十
六

m

に、新
甫
に
乘
換
へ
た
場
合
は
、新
>
た
に
持
玉
を
建
て
た
こ
士
に
ょ 

つ
て
、
®

玉
を
手
仕
舞
つ
た
譯
で
あ
る
か
ら
、ぬ
場
合
は
差

#

の
受
授
が
行
は
れ
る
の

.

み
で
あ
る
。
 

例
へ
ば
八
月
二
十
日
に
、

1

條
三
百
三
十
五
兩
の
値
を
以
て
ニ
ヶ
月
學
を
五
十
條
買
ひ
た
る
に
、
 

九
月
十
六
日
に
至
り
相
場
は
三
飪
四
，十
六
兩
に

J b

騰
じ

f

す
れ
ば
，玉
を
乗
換
へ
る
買
方
は 

4

條
に
就
き
十

J

兩
の
差
金
を
收
取
し
て
，同
時
に
一
條
三
百
四
十
六
兩
の
値
を
以
て
十
月
に 

決
濟
さ
る
可
き
五
十
條
の
新
し
き

1

玉
を
建
て
た
譯
に
，な
る
。
そ
し
て
此
場
合
*乘
換
の
手
數 

料
{
則
ち
賣
り

•
と
買
ひ

i

の
'
手
：數料

)

は
，
.親
定
手
數
料
の
ー
ー
分
の
一
を
.
支
*

へ
ば
ょ
い
、何
ん
と
な 

れ
ば

.
這
の
二
分
の

， 1

の
手
數
料
は
終
局
に
；於
て

(

十
月
末
日
親

M
手
數
料

i

同
.
額
に
な
る
か
ら
。

;

前
記
の
如
ぐ
、標
金
の
先
物
は
二
ヶ
月
限
で
あ
る
が
，每
月
十
六
日
の
乘
換

n
r

が
あ
る
か

I

:

し
：て
乘
換
へ
る
こ

4
を
普
通
ふ
す
る
か
ら
、二
ヶ
月
限

i

い
ふ
も
、實
は
最
長
三
十
日
の
先
物
取

切
X

.
な
る
次
第
で
あ
つ
て
、是
士
反
對
に
交
換
べ
ぬ
場

合
に
は
、實
は
最

*

七
十
五
日
の
先

.勿

.
K 

引
i

な
る

,

；であ
る
。

-

.
 

■
 

-
 

■

•

か

く
て
標
金
の
定
期
取
引
は
、

*

の
實
質
に
於
て
差
金
の

S

の
み
を
，目
的

i

す
る
投
機
空 

賣
貢
に
夕
な
ら
ぬ
こ

i

に
な
る
の
で
あ
る
が
.必
中
し
も
期
末
日
に
櫻
金
現
物
を
絕
對
に
受
授 

し
な
し
譯
で
は
な
い
。
龙
期

i

現
物
ふ
の
間
に
は
一
乃
至
四
、五
兩
の
開
き
が
め
る
こ
士
を
哿 

，通

占
す
る
が

故
に
、

現
物
を

受
授

す

る

こ

士

が有
！
：

な

る

場

合

に
は、是
を
受

•授
す

る
こ
士
が
出

來
る
の
で
あ
つ
て
、

*

^

あ
る
が
爲
に
場
の
空
賣
罵
に
於
け
る
突
飛
な
狂
奔
が
抑

M

さ
1

る
の 

で

^
る。

五

標

金

一

條
か
、營
業
細
則
：に
由
つ
て
、日
本
金
：圆
四
吉
八
十
圓
若
し

〜

も
米
弗

ニ
百
四
十
弗
ふ 

第
二
十一

卷

(

八
八.

§

上

海

运

け

る

捧

金

の

取

引

 

J
號
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第
二
十
一
卷

r

八八四

〕

上海
it

於
け
る
標
金
の
取
引

 

第七
！！

四
ニ

定
め
ら
れ
て
ゐ
る
こ

i

は(

第
四
十
五
條

r

上
海
の
金

.

.塊
'
投
機
者

.
が
外
國
貨

.
幣
'
0

投
機
賣
買
を
爲 

す
上
に
於
て
、

^

金
は
最
も
好
都
合
な
る
掛
繫
ぎ

.
の
.

對
照
で
あ
る
。
譬
へ
ば
十
萬

1 1

の
日
本
余 

圆
を
先
物
に
て
、上
海
に
在
る
外
國
銀
行
に
銀
兩
で
買
付
け
た
士
す
れ
ば
*彼
は
必
す
そ
れ

i

同 

額
に
近
き
標
金
を
交
易
所

.
に
於
て
銀
兩
で
賣
騰
ぐ
に
決
っ
て
ゐ
る
。

f

反
*
に
標
金
を
買 

付
け
た
る
場
合
に
は
、そ
れ

i

同
額
に
近
き
外
國
爲
替
を
外
國
銀
行
に

.
賣
.
繫
ぐ
で
あ
ら
ぅ
。
詰 

-
C
S、

か
く
す
る
こ

L

C
に
由
つ
て
、一
方
の
思
惑
損
を
他
方
の
思
惑

.
に
依
つ
て
塡

•
補
す
る
こ

i

を
得 

る
ば
か
ぅ
か
、兩
者
の
利
糖
を
利
揭
し
得
る
か
ら
で
あ
る

'0

さ
れ
ば

®

傘
取
引

i

爲
替
の
投
機 

賣
買
と
ね
唇
齒
の
そ
れ
の
如
く
密
接
離
る
可
ら

r

る
關
係
に
在
る
も
の
で
あ
つ
て
•井村
氏
の 

謂

ふ
所
を
引
用
す
れ
ば

『

上

. #
.
の
外
國
爲
替
取
組
額
を

假
&

に，

一
ヶ
年
ニ
ナ

# .

雨

i

し
*
其
內
.五
 

億
兩
を
以
て
賀
易
に
基
く
實
需

V
J

見
、其
他
に
或
は
倩
欵
の
缉
め
の
取
«

_

は
他
處
銀
行
本
支 

店
.

の
.
委
託
に
因
る
爲
替
等
も
相
當
あ
つ
て
、此
等
は
自
ら
限
度
あ
る
を
以
て

1

ヶ
年
五
億
兩
に 

及
ば
ざ
る
可
け
れ

V
/

假
6

に
此

0
取
龃
を
合
し
て
十
億
兩
士
す
れ
ば
、其
雜
の
十
億
兩
は
全

く 

是
を
投
機
賣

K
 

士
い
ふ
：

こ

i 
♦

か出
來
る
。
十
億
兩
の
爲
替
投
機
が
耸
部
標
金
.の
定
期
取
引
と 

關
聯
し
て
ゐ
る

V

は
謂
は
れ
な
い
が
、豸
大
部
分
は
之
ど
卿
係
し
た
も
の
：で
あ
る

i

推
測
す
る

』

(

井
村
薰
，支
那

の
爲
替

i

金
銀
、

|

八
九

3

が
出
來

6'

の
で
あ
る
。
し
て
み
れ
ば
、標
金
取
引

の
爲
替
市
場
に
及
ぼ
す
影
響
た
る
や
洵
に
怖
る
可
き
も
の
で
あ

f
j
謂
は
ね
ば
な
ら
ぬ

*

る の 銀 出 貨 を  

° 有 、塊 爲 幣 及 飜  

效 、の 替 を ぼ つ  

な、注 を 賣 す て 

る、文 以 繫 か 上  

需 を て ぐ を 海

要 電 是 で 考 の  

を 致 に あ へ 標  

增 し 應 ら る 金  

す U  t  7 ど 取  

の け る か 標 引  

で れ こ じ 金 か * 

あ ば i 此 を 偷  

つ な の 種 買 敦  

て ら 出 の 付 紐  

や ぬ 來 賣 、 け 育

、 た 等  

が る の

極 m 銀 

め は 市  

て 必 場  

多 す に  

く や 對  

し 上 し  

て 海 如  

銀 外 何  

行 國 な  

が 銀 る  

T 圈 關  

T に 係  

若 對 に  

し 於
て て

外 影  

國 響

hな
い
場 

,
這
の 

が
て
そ

合

に
は
、銀
行
は
，偷
敦
又
は
紐
育 

事
は
儉
敦

X
は
紐
育
の
市
場
に 

れ
は
銀

f t

場
の
上
騰
を
誘
起
す

る 於 に し  

の て 向 く  

で 銀 つ は  

あ 塊 て 輸

上
.
海
の
標
金
取
弓

V」

爲
替
賣
買

V」

か
外
國
貨
幣
の

: H

際
的

®

格

:{
'

:
及
ぼ
.す
影
響
の
今
一
つ

0

重

要
な
る
も
の
は
日
本
圓
價

0

ク.ロ
ス
レ

I

ト
に 

の
依
つ
て
以
て
箄
ま
る
恒
數
を
四
百
八
十
圆
ふ
し
て

第U

十

I

卷

(

八
八
五〕

上
海
*U

於
け
る
標
金
の
取
引

對
す
る
そ
れ
で
ぁ
る
。

㈱

に
標
金
相
場 

日
.
本
_
貨
に
置
い
て

ぁ

る
以
上
、標
金
の
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四
四

投
機
取
引
潢

——

則
ち
金
業
交
易
所
の
仲
買
人
、に
し
て
同
時

(:

株

幸

た

る

.金

業
#

——

が
圆 

爲

替

に
«

思
惑
賣
質
を
集
中
す
る

c
 

i

ゆ、理
の
當
然

ざ
し
て

«

て
.

怿
し
む
を
用
ひ
な
い
が
、現 

今
、圆
の
對
外
爲
替
相
場
の

.

.中
、日

米
ク
P-

ス
レ

I

ト
は
圆
貨
變
動
の
標
準
を
示
す
も
の

S
し
て 

一
般
に
注
意
を
拂
は
れ
て
ゐ
る
ヾ

」

こ
ろ
か

ら
、今
日、上
海
投
機
若
は

|

齊
に
日
米
爲
替
に
向
つ 

て
思
惑
を
集
中
す
る
の
で
あ
る
。

一
九
二
四
年
十
月
の
日
米
ク
ロ
ス
レ
ー
ト
最
低
三
十
八
弗 

か
ら
ー

' 

九
ニ
六
年
一
ー
月
+

A

日
の
：四
十
六
弗
ニ
分
の
，一
に
至
る

i

で

の

相

場

の

變

動

は

*
,
高 

見
越
に
よ
る
上
海
投
機

^

の
總
政
擊
の
結
果
な
の
で
あ
る

(
E
d
.

 

K
a

目
：

T
h
e
； 

C
u
r
r
e
n
c
i
e
s

 

o
f

 

C
h
i
n
a
,

 

1
9
,
2
6
,

 

p
p
.

 

4
3
-
4
6
)
。

是
に
就
い
て
は

M

育
に
於
け
る
圆
買
ひ
の
影
響

4

勿
論
重
大
な
る
原
動
力 

0

|

つ
で
ぱ
あ
つ
た
が

»

育
.
市
場
：の
圆
高
見
越
の
氣
配
は
.、
實
は
上
海
市
場
か
ら
出
た
タ
ク
チ 

グ
ク
ス
の
結
果
に

4

な
ら
か
つ
た

(
c
i
&
e
s
e

 

W

O

O

D

0
3

-

0 

J
O
U
3
a
l
,

 

V
o
l
.

 

I
.

 

N
o
.

 

. 2
. 

p
.

 

2
1
0
)

、£
d

‘ 

K
a
n
n

 

氏
‘
に

隨

へ

ば

、最
近
一
一
年
半
に
亘
ゐ
圆
價
の
.
恢
復
|_

.

そ
れ
は
三
十
八
弗
よ
り
四
十
九
茆
八
分 

の
一
ま
で
の

——

に
就
て
は
、上：海
市
場
に
於
け
る
圆
の
思
惑
買
ひ
が
、少
ぐ
ど
も
六
割
方
丈
け 

貢
献

.
し
れ
の
で
あ
る
。：
而
し
て
氏
は
今
後
の
形
勢
に
就
て
も
こ
う
述
べ
て
ゐ
る
。

,

『

圓
が
.
今

一

度
實
：際
の
纪
對
，檟
に
恢

m

さ
れ
る
ま
で

.

.
は
'

®

の
..0

命

は
主
も
に
上
海
金
業
の
字

に
握
ら
れ

て
ゐ
る
。

i l

海
の
圆
敢
引
は
其
分
量
に
於
て
、日
本
の
如
：何
な
る
都
市
に
於
て
取 

引
せ
ら
れ
る
も
の
よ
り
も
遙
に
多
い
の
で
あ
る
。
上
海
に
て
収
引
さ
れ
る
圆
取
引
の
堂
 々

た
る

こ
士
に
よ

P

.

I

そ
れ

は

主
，
も
に
所
謂
金
業
者
に
よ
る
の
で
あ
る
が

—

上
海
は
脒 

,

に
日
本
貨
幣
の
取
引
に
於
け
る
手
形
交
換
所
と
な
つ
て
ゐ
る

)

隨
つ
て
、苦
し
も
眞
實
の
金 

,

:

貨
本
位
が
日
本
に
復
活

し
た
な
ら
ば
>此

特
秫
の
取
引
は
其
の
活
躍
力
を
減
じ
る
で
あ
ら
う
。
 

.

s

の
豫
測
は
正
當
で
あ
る
士
想
ふ
、何
ん
士
な
れ
ば
其
場
合
に
は

g

觸

1
2

 

m

)

圓
の 

價
姐
は
重

.

©

な
ら
ざ
る
む
の

V」

な
る
か
ら

。』
(
C
h
i
n
e
s
e

 

E
c
o
n
o
m
i
c

 

J
o
u
r
n
a
l

 

v
o
l
.

 

I
.

 

N
o
. 2

.

で. 

2
1
1
〕

:
M 

洵
に
其

0

h

y

で
あ
つ

.
て，日
本

が

國
際
紙
幣
國
の
現
狀
か
ら
脫
す

る
ま
で
は
、日

米

クロスレ

_

 

ト
に
對
す
る
上
海
余
業
者
の
思
惑
は
、或
は
標
金
の
投
機
取
引
と
關
聯
し
て
か
、或
は
之
と
獨
耷 

し
て
、依
然
、猛
烈
に
纘
け
ら
れ
る
こ

ビ

で

あ
ら
う
。

何
せ
な
れ
ば
；、上海
伞
業
者
の
圆
に
對
す
る 

思
惑
は
、極
め
て
巨
額
な
る
取
引
の
分
最
を
以
て
、一
時
的
に
目
先
の
相
場
，を
變
動
せ
し
め
以
て 

利
喻
す
る
こ

V」

を
目
的

i

し
て
，

Q

る
か
ら
。

附
記
本
篇
は
筆
潘
が
昨
年

.

十
ニ
月
上
海
に
遊
び
た
る

時
、白

ら
見

0

し
た
る
所

‘

主
t

に
材
料

.
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四
六 

-S

し
て
起
草
し
た
の
で
あ
る
。
交
易
所
の
組

.

織
*

或は

.

取
引

±

のぺ規約：

^

は
掼
划
等
に
；難
：
 

ては、旣じ
幾
多
の
調
避
が
公
に
さ
れ
て
ゐ
る
か
ら
、茲

I*
言
及
十
る

こ

V
、

避
け
た

我
國
の
國
債
の
發
行
方
法
は
、
，
一
般
證
券
の
發
行
方
法

S

t

t

之
：を
大
叫
し
て
 

一
一O 
S

す
こ
ビ
が
出f

 
o 

■

1

、
秘
密
發
行 

,

ニ
"
公
募
發
行
 

.

玆
に
所
謂
秘
密
發
行

V」

は
獨
逸
の

W

3

$

:
§

l

e

r 

d
e
r

 

H
a

n
d

に
相
當
す
る
も
の
で
、
凡
を
带
券
を
發
, ¥

す
る
こ 

際
し
て
廣
く
一
 

版
に
其
條
件
を
公
1
_小
し
て
應
.募
，者
.
を
.求
め
ざ
る

J

切
の
方
法
を
云
ふ
の
で
あ
る
。
故
に
秘
密
は
M
 

公
募
に
對
す
る
用
語
で
あ
つ
て
、
特
に
事
を
.秘
密
に
す
る
の
意
義
で
仏
い
の
は
勿
論
で
あ
る
ネ
從
つ
て
公
募

1 -

了は
 

先

：づ一

切

の

條

伸

を

未

知

の

r

般

公

衆

に

：
.公

示

し

て

、
.
其

應

募
を
，求
め

.、

後

に

之

の

應

寒

に

從

.っ
て
_

を
發
^
^

る
方
法
を
一K

ふ
の
で
あ
る
。
此
故
に
政
府
が
直
接
應
寡
事
務
を
取
极
.ふ
場
合
は
勿(

論

、

又

我

國

が

外

國

で

國

廣

を

發 

行
す
る
際
に
用
ひ
ら
れ
：る
：間
接
發
行
に
於
け
る
が
如
く
？
其
#

集
事
務
を
全
然
：銀
f t

其
他
の
引
受
寒
者
に
委
し
、
.之 

を
し
て
行
は
し
め
る
場
合
で
も
，
其
發
行
に
際
し一

般
に
其
旨
を
公
示
し
廣
ぐ
應
寡
者
を
求
む
る
點
か
ら
見
て
之
れ 

第
二
十J

卷

(

八
八
S

內
國
侦
の
.發
行
方
法 

第
I

四

む

.


